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〇
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に
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る
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改
正
す
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（
原
子
力
規
制
委
四
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
残
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す
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す
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す
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め
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与
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日
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共

和
国
政
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の
間
の
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の
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す
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一
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〇
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す
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簡
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す
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す
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間
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す
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〇
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す
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〇
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き
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し
た
件
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同
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品
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確
保
の
促
進
等
に
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す
る
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の
規
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よ
り
特
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価
方
法
認
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を
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（
同
一
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〜
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れ
た
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〇
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関
す
る
件
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局
二
二
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〇
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す
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（
中
部
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方
整
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局
六
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）

〇
道
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す
る
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（
九
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地
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九
六
、
九
七
）

〇
道
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関
す
る
件（
北
海
道
開
発
局
七
二
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

国
家
公
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委
員
会

警
察
庁

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

関
東
地
方
整
備
局
公
示（
関
東
地
方
整
備
局
）

四
国
地
方
整
備
局
公
示（
四
国
地
方
整
備
局
）

九
州
地
方
整
備
局
公
示（
九
州
地
方
整
備
局
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
二
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁有

権
者
申
出
方
、
割
賦
販
売
法
及
び
割
賦

販
売
法
施
行
令
に
基
づ
く
債
権
の
申
出
、

割
賦
販
売
法
に
基
づ
く
同
法
第
三
十
五
条

の
三
の
六
十
一
の
許
可
を
受
け
た
者
の
営

業
廃
止
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
破
産
、
特
別

清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改

正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同

一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄

に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
変
更
の
確
認
等
）

第
四
条

規
則
第
八
十
七
条
第
四
号
の
確
認
を
受
け

た
者
は
、
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
原
子
力
規

制
委
員
会
の
変
更
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
四
条

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
は
、
三
年

を
限
り
有
効
と
す
る
。

２

前
項
の
変
更
の
確
認
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
当
該
変
更
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
を
記
載

し
た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
条
各
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
変
更
の
確
認

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

そ
の
他
告
示
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
日
前
に
改
正
前
の
運
転
責
任
者
に
係
る
基
準
等
に
関
す
る
規
程
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
さ
れ
た
確
認
の
う
ち
同
日
に
お
い
て
有
効
期
間
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、こ
の
告
示
の
施
行
後
も
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第
四
号

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
第
八
十
七

条
第
三
号
及
び
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
運
転
責
任
者
に
係
る
基
準
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
三
年
八
月
経
済
産

業
省
告
示
第
五
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

山
中

伸
介

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
六
号

日
本
国
政
府
は
、
平
成
十
三
年
五
月
二
十
二
日
に
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
作
成
さ
れ
た
「
残
留
性
有
機
汚
染
物
質

に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
条
約
」（
以
下
「
条
約
」
と
い

う
。）附
属
書
Ａ
に
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
ヘ
キ
サ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸

（
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
）、
そ
の
塩
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ
関
連
化
合

物
を
加
え
る
改
正
（
令
和
四
年
十
一
月
十
六
日
付
け
国
際

連
合
事
務
総
長
書
簡
）
に
つ
き
、
条
約
第
二
十
二
条
３
⒝

及
び
４
の
規
定
に
基
づ
い
て
受
諾
し
な
い
旨
の
通
告
を

行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
通
告
を
撤
回
す
る
旨
を
令
和

八
年
九
月
十
五
日
に
条
約
の
寄
託
者
で
あ
る
国
際
連
合
事

務
総
長
に
通
告
し
た
。

よ
っ
て
、
当
該
改
正
は
、
令
和
八
年
九
月
十
五
日
に
日

本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
七
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る

よ
う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

左
記
冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

記

失
効
年
月
日

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

発
行
年
月
日

令
和
五
年
六
月
二
十
日

旅
券
番
号

Ｔ
Ｔ
三
八
五
六
四
九
二

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
八
号

令
和
八
年
八
月
十
二
日
に
リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ
で
、
マ
ラ
ウ

イ
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す

る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
に

行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

三
億
円

３

署
名
者

日

本

側

内
藤
康
司
在
マ
ラ
ウ
イ
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
ン
・
イ
ム
在
マ
ラ
ウ

イ
事
務
所
代
表

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
九
号

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日
に
ポ
ー
ト
ス
ー
ダ
ン
で
、

ス
ー
ダ
ン
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
食
糧
援
助

に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と

の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

三
億
五
千
万
円

３

署
名
者

日

本

側

中
原
隆
伸
在
ス
ー
ダ
ン
臨
時
代
理

大
使

世
界
食
糧
計
画
側

ア
ブ
ダ
ラ
・
ア
ル
ワ
ル
ダ
ト
在

ス
ー
ダ
ン
事
務
所
代
表

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
号

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日
に
ジ
ュ
バ
で
、
南
ス
ー
ダ
ン

共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る

次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
に
行

わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

三
億
五
千
万
円

３

署
名
者

日

本

側

小
山
裕
基
在
南
ス
ー
ダ
ン
臨
時
代

理
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

ム
テ
ィ
ン
タ
・
チ
ム
カ
在
南
ス
ー

ダ
ン
事
務
所
代
表

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
一
号

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
に
マ
プ
ト
で
、
人
材
育
成
奨

学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の

交
換
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

二
億
五
千
八
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
五
年
十
二
月
三
十
一

日
４

署
名
者

日

本

側

濵
田
圭
司
在
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
大
使

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側

マ
リ
ア
・
デ
・
フ
ァ
テ
ィ
マ
・
シ

マ
ン
・
マ
ン
ソ
外
務
協
力
省
外

務
・
在
外
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
国
務
長
官

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
二
号

令
和
八
年
九
月
七
日
に
ハ
ラ
レ
で
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
共
和

国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
次
の

概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

二
億
円

３

署
名
者

日

本

側

前
川
信
隆
在
ジ
ン
バ
ブ
エ
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

バ
ー
バ
ラ
・
ク
レ
メ
ン
ス
在
ジ
ン

バ
ブ
エ
事
務
所
代
表

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充





路

線

名

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線

道
路
の
区
域区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

（
メ
ー
ト
ル)

（
メ
ー
ト
ル)

成
田
市
吉
岡
字
大
安
場
一
三
二
一
番
八
か
ら
同
市
吉
岡
字
大
安

場
一
三
四
二
番
四
八
ま
で

前

最
大
最
小

一
九
一
・
〇
七

七
八
・
八
八

三
〇
六

後

最
大
最
小

二
五
三
・
三
二

七
八
・
八
八

令和年月日 木曜日 第号官 報

第
1812号

甲
種
膨
脹
式
救
命

い
か
だ

Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

６
Ｈ

型
〃

〃

第
1813号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

10Ｈ

型
〃

〃

第
1814号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

15Ｈ

型
〃

〃

第
1815号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

20Ｈ

型
〃

〃

第
1816号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

25Ｈ

型
〃

〃

第
2368号

作
業
用
救
命
衣

（
膨
脹
式
）

 84ソ
ル
ベ
ス
ト
Ｍ

型
〃

〃

第
2369号

〃
 84ソ

ル
ベ
ス
ト
Ｌ

型
〃

〃

第
2370号

〃
 84ソ

ル
ベ
ス
ト
Ｌ

Ｌ
型

〃
〃

第
2796号

第
二
種
膨
脹
式
救

命
い
か
だ

Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

25型

〃
〃

第
2797号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

20型

〃
〃

第
2798号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

15型

〃
〃

第
2799号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

10型

〃
〃

第
2800号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

６
型
〃

〃
第
2801号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

25Ｈ

型
〃

〃

第
2819号

第
一
種
膨
脹
式
救

命
い
か
だ
（
進
水

装
置
用
）

Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ｓ
Ａ

25

Ｄ
型

〃
〃

第
2820号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ｓ
Ａ

20

Ｄ
型

〃
〃

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
三
号

令
和
八
年
九
月
七
日
に
ウ
ン
ジ
ャ
メ
ナ
で
、
チ
ャ
ド
共

和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
次

の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
に
行
わ

れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

二
億
円

３

署
名
者

日

本

側

南
健
太
郎
在
チ
ャ
ド
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

ジ
ャ
ン
・
ノ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
テ
ィ

在
チ
ャ
ド
事
務
所
代
表

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
四
号

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
に
ラ
マ
ッ
ラ
で
、
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
住
民
に
対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
次
の
概
要

の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し

て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生

産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

五
億
円

３

署
名
者

日

本

側

荒
池
克
彦
パ
レ
ス
チ
ナ
関
係
担
当

大
使
兼
対
パ
レ
ス
チ
ナ
日
本
政
府

代
表
事
務
所
長

世
界
食
糧
計
画
側

ケ
イ
ト
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
在
パ
レ
ス

チ
ナ
事
務
所
副
代
表

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
五
号

令
和
八
年
九
月
三
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
に
お
け
る
脆ぜ

い

弱
層
の
た
め
の
麻
薬

対
策
能
力
強
化
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要

の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

脆ぜ
い

弱
層
の
た
め
の
麻
薬
対

策
能
力
強
化
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物

及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

十
四
億
八
千
八
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
九
年
九
月
三
十
日

４

署
名
者

日

本

側

正
本
謙
一
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
使
館

大
使

国
際
連
合
側

ポ
レ
ア
ッ
ク
・
オ
ク
・
セ
レ
イ
国
際
連

合
薬
物
犯
罪
事
務
所
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

事
務
所
代
表

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
六
号

令
和
八
年
九
月
八
日
に
ホ
ニ
ア
ラ
で
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

に
お
け
る
選
挙
支
援
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の

概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
開
発
計
画
と
の
間
に
行

わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

選
挙
支
援
計
画
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

四
億
三
千
万
円

３

署
名
者

日

本

側

樋
口
惠
一
在
ソ
ロ
モ
ン
大
使

国
際
連
合
開
発
計
画
側

ム
ン
ク
ト
ゥ
ヤ
・
ア
ル
タ
ン

ゲ
レ
ー
ル
太
平
洋
事
務
所
常

駐
代
表

令
和
八
年
十
月
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
三
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
四
号

次
の
型
式
に
係
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
型
式
承
認
は
、

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
八

月
三
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
失
効
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
429号

甲
種
膨
脹
式
救
命

い
か
だ

Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

６
型
藤
倉
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

株
式
会
社

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
丁

目
４
番
13号
五
反
田
Ｊ
Ｐ
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ

第
531号

膨
脹
式
救
命
い
か

だ
支
援
艇

Ｆ
Ｒ
Ｇ

４
Ａ
型

〃
〃

第
532号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｇ

４
Ｂ
型

〃
〃

第
913号

甲
種
膨
脹
式
救
命

い
か
だ

Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

６
型
〃

〃

第
914号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

10型

〃
〃

第
915号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

15型

〃
〃

第
916号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

20型

〃
〃

第
917号

〃
Ｆ
Ｒ
Ｎ

Ａ

25型

〃
〃

第
1657号

作
業
用
救
命
衣

（
膨
脹
式
）

ソ
ル
ベ
ス
ト
Ｍ
型

〃
〃

第
1658号

〃
ソ
ル
ベ
ス
ト
Ｌ
型

〃
〃

第
1659号

〃
ソ
ル
ベ
ス
ト
Ｌ
Ｌ
型
〃

〃





特 別 評 価 方 法 認 定 を し た 方 法 の 名 称 等 は 、 次 の 表 の と お り と す る 。

認定
番号

特別評価方法認定
をした方法の名称 性能表示事項 特別評価方法

認定の申請者 申請者の住所 認 定
年月日

1745 ホワイトセメントを結合
材として用いたコンク
リート（顔料入り）

３１ 劣化
対策等級

高橋カーテン
ウォール工業
株式会社

東京都中央区日本
橋本町１54

令和８年
９月16日

令
和

年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報

第2821号 第一種膨脹式救
命いかだ（投下
用）

ＦＲＮＳＡ25
型

〃 〃

第2822号 〃 ＦＲＮＳＡ20
型

〃 〃

第2823号 〃 ＦＲＮＳＡ15
型

〃 〃

第2824号 〃 ＦＲＮＳＡ10
型

〃 〃

第2826号 〃 ＦＲＮＳＡ６
型

〃 〃

第3401号 第一種膨脹式救
命いかだ

ＦＲＮＳＡ50
型

〃 〃

第3840号 救命胴衣（膨脹
式）

Ｆ93型 〃 〃

第3985号 第一種膨脹式救
命いかだ（進水
装置用以外のも
の）

ＦＲＮＳＶ６
型

〃 〃

第3986号 〃 ＦＲＮＳＶ10
型

〃 〃

第3987号 〃 ＦＲＮＳＶ15
型

〃 〃

第3988号 〃 ＦＲＮＳＶ20
型

〃 〃

第3989号 〃 ＦＲＮＳＶ25
型

〃 〃

第4195号 自動離脱装置
（膨脹式救命い
かだ用）

ＭＪ５型 〃 〃

第4256号 膨脹式救命いか
だ

ＦＲＮＳＶ６
Ｒ型

〃 〃

第4257号 〃 ＦＲＮＳＶ10
Ｒ型

〃 〃

第4258号 〃 ＦＲＮＳＶ15
Ｒ型

〃 〃

第4259号 〃 ＦＲＮＳＶ20
Ｒ型

〃 〃

第4260号 〃 ＦＲＮＳＶ25
Ｒ型

〃 〃

第4261号 自動復原膨脹式
救命いかだ

ＦＲＮＲ25型 〃 〃

第4373号 膨脹式救命いか
だ（タンカー用）

ＦＲＮＳＶ15
ＲＴ型

〃 〃

第4446号 進水装置用膨脹
式救命いかだ

ＦＲＮＳＶ25
ＲＤ型

〃 〃

第4695号 膨脹式救命いか
だ

ＦＲＮＳＮ６
型

〃 〃

第4696号 〃 ＦＲＮＳＮ10
型

〃 〃

第4697号 〃 ＦＲＮＳＮ15
型

〃 〃

第4698号 〃 ＦＲＮＳＮ20
型

〃 〃

第4699号 〃 ＦＲＮＳＮ25
型

〃 〃

第4832号 進水装置用膨脹
式救命いかだ

ＦＲＮＳＮ16
Ｄ型

〃 〃

第4889号 〃 ＦＲＮＳＮ37
Ｄ型

〃 〃

第4890号 〃 ＦＲＮＳＮ35
Ｄ型

〃 〃

第4891号 〃 ＦＲＮＳＮ30
Ｄ型

〃 〃

第4922号 救命浮器（膨脹
式）（船舶救命設
備規則第57条第
３項の規定に基
づきロールオ
ン・ロールオフ
旅客船に備え付
けることができ
るもの）

ＦＲＮＰＦ42
Ｓ型

〃 〃

第4923号 救命浮器（膨脹
式）（一般用）

ＦＲＮＰＦ55
型

〃 〃

第5006号 〃 ＦＲＮＰＦ34
型

〃 〃

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 五 号

次 の 型 式 に 係 る 海 洋 汚 染 等 及 び 海 上 災 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 四 十 五 年 法 律 第 百 三 十 六 号 ） 第

四 十 三 条 の 九 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 型 式 承 認 は 、 海 洋 汚 染 等 及 び 海 上 災 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 施 行 規

則 （ 昭 和 四 十 六 年 運 輸 省 令 第 三 十 八 号 ） 第 三 十 七 条 の 十 五 第 二 項 に お い て 準 用 す る 海 洋 汚 染 防 止 設 備

及 び 大 気 汚 染 防 止 検 査 対 象 設 備 型 式 承 認 規 則 （ 昭 和 五 十 八 年 運 輸 省 令 第 四 十 一 号 ） 第 十 一 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 八 月 三 十 一 日 付 け を も っ て 失 効 し た の で 、 海 洋 汚 染 等 及 び 海 上 災 害 の 防 止 に

関 す る 法 律 施 行 規 則 第 三 十 七 条 の 十 五 第 二 項 に お い て 準 用 す る 海 洋 汚 染 防 止 設 備 及 び 大 気 汚 染 防 止 検

査 対 象 設 備 型 式 承 認 規 則 第 十 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 八 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式承認
番号 物件の名称 物件の型式 製造者の名称 製 造 者 の 住 所

第Ｐ280号 オイルフェンス ＦＮＡ１型 藤倉コンポジット
株式会社

東京都品川区西五反田八丁
目４番13号五反田ＪＰビル
ディング

第Ｐ281号 〃 ＦＮＢ１型 〃 〃
〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 二 百 六 号

住 宅 の 品 質 確 保 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 八 十 一 号 ） 第 五 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ

り 特 別 評 価 方 法 認 定 を し た の で 、 同 条 第 三 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と お り 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 八 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲





特
別
評
価
方
法
認
定
を
し
た
方
法
の
名
称
等
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

認
定
番
号

特
別
評
価
方
法
認
定

を
し
た
方
法
の
名
称

性
能
表
示
事
項
特
別
評
価
方
法

認
定
の
申
請
者

申
請
者
の
住
所

認
定

年
月
日

1746
時
刻
歴
応
答
解
析
方
法
を
用

い
て
検
証
す
る
「
石
神
井
公

園
駅
南
口
西
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
施
設
建
築

物
北
街
区
」
の
構
造
方
法
に

応
じ
て
評
価
す
る
方
法

１

４
耐
風

等
級

石
神
井
公
園
駅

南
口
西
地
区
市

街
地
再
開
発
組

合

東
京
都
練
馬
区
石
神

井
町
３
丁
目
27
23
令
和
８
年

９
月
16日

特
別
評
価
方
法
認
定
を
し
た
方
法
の
名
称
等
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

認
定
番
号

特
別
評
価
方
法
認
定

を
し
た
方
法
の
名
称

性
能
表
示
事
項
特
別
評
価
方
法

認
定
の
申
請
者

申
請
者
の
住
所

認
定

年
月
日

1747
薄
板
形
鋼
を
用
い
た
独
立
間

柱
構
造
で
あ
る
乾
式
二
重
間

仕
切
壁
の
遮
音
構
造
に
応
じ

て
評
価
す
る
方
法

８

３
透
過

損
失
等
級
（
界

壁
）

積
水
ハ
ウ
ス
株

式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区

大
淀
中
１

１

88
令
和
８
年

９
月
16日

1748
薄
板
形
鋼
を
用
い
た
独
立
間

柱
構
造
で
あ
る
乾
式
二
重
間

仕
切
壁
の
遮
音
構
造
に
応
じ

て
評
価
す
る
方
法

８

３
透
過

損
失
等
級
（
界

壁
）

積
水
ハ
ウ
ス
株

式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
北
区

大
淀
中
１

１

88
令
和
８
年

９
月
16日

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

熊
野
市
大
泊
町
字
カ
ニ
ダ
ノ
上
七
二

四
番
六
か
ら
三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝

町
成
川
字
耳
切
五
番
一
ま
で

前

Ａ

七
四
〇
〜

八
九
九
〇
二
一
九
九
三

上
記
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
、
Ｅ
及
び
Ｆ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

Ｂ

一
三
三
六
〜

九
三
一
三

五
一
七
〇

Ｃ

一
四
〇
〇
〜
一
九
六
六
八

一
七
〇
一

Ｄ

一
四
〇
〇
〜
一
二
九
八
一

一
六
二
一

Ｅ

一
三
五
〇
〜
二
八
四
五
四

六
〇
六
〇

Ｆ

二
一
四
七
〜

六
九
六
三

一
三
八
九

後

Ａ

七
四
〇
〜

八
九
九
〇
二
一
九
九
三

Ｂ

一
三
三
六
〜

九
三
一
三

五
一
七
〇

Ｃ

一
四
〇
〇
〜
一
九
六
六
八

一
七
〇
一

Ｄ

一
四
〇
〇
〜
一
二
九
八
一

一
六
二
一

Ｅ

一
三
五
〇
〜
二
八
四
五
四

六
〇
六
〇

Ｆ

二
一
四
七
〜

六
九
六
三

一
三
八
九

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
紀
勢
国
道
事
務
所

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
七
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
特
別
評
価
方
法
認
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
特
別
評
価
方
法
認
定
を
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
九
号

運
輸
審
議
会
一
般
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
運

輸
審
議
会
件
名
表
に
登
載
さ
れ
た
。

令
和
八
年
十
月
八
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

事
案
番
号

事
案
の
種
類

申
請
者

事
案

の
内

容
令
８
第
3002号

審
査
請
求
の
裁

決
小
井
土
直
樹

令
和
７
年
８
月
１
日
付
け
で
国
土
交
通
大
臣
が
行
っ
た
東
日
本
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
へ
の
旅
客
運
賃
上
限
変
更
認
可
処
分
（
令
和
七
年
国

鉄
事
第
二
百
四
十
七
号
）
の
取
消
し
を
求
め
る
審
査
請
求
に
つ
い
て

令
８
第
3003号

審
査
請
求
の
裁

決
小
井
土
直
樹

令
和
７
年
９
月
26日
付
け
で
関
東
運
輸
局
長
が
行
っ
た
東
日
本
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
へ
の
旅
客
運
賃
上
限
変
更
認
可
処
分
（
令
和
七
年
関

鉄
監
第
五
十
六
号
）
の
取
消
し
を
求
め
る
審
査
請
求
に
つ
い
て

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
二
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
六
十
八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

成
田
市
吉
岡
字
大
安
場
一
三
二
一
番
一
三
か
ら
同
市
吉
岡
字

大
安
場
一
三
四
三
番
三
ま
で

前後

九
三
･
七
九
〜
三
七
六
･
二
一

五
一
･
八
一
〜
三
二
八
･
七
一

〇
･
四
六
〇

〇
･
四
六
〇

成
田
市
水
の
上
九
六
二
番
七
五
か
ら
同
市
新
田
字
道
印
田
三

六
一
番
一
ま
で

前後

七
六
･
一
六
〜
一
四
三
･
二
〇

七
六
･
一
六
〜
一
二
四
･
九
六

〇
･
〇
二
五

〇
･
〇
二
五

成
田
市
一
鍬
田
字
北
谷
地
四
七
七
番
五
か
ら
同
市
川
上
二
四

五
番
二
一
八
ま
で

前後

八
一
･
二
六
〜
一
〇
七
･
一
二

八
一
･
二
六
〜

九
九
･
六
五

〇
･
一
〇
九

〇
･
一
〇
九

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
間
倉
字
五
井
台
五
一
一
番
二
か
ら
同

町
間
倉
字
五
井
台
五
一
四
番
一
ま
で

前後

五
三
･
〇
八
〜

五
三
･
五
一

五
三
･
〇
八
〜

五
六
･
〇
九

〇
･
〇
〇
五

〇
･
〇
〇
五

千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
間
倉
字
宮
台
三
五
二
番
四
か
ら
同
町

間
倉
字
宮
台
三
五
二
番
一
ま
で

前後

四
〇
･
七
四
〜

六
一
･
四
二

五
二
･
六
四
〜

六
一
･
四
二

〇
･
〇
二
〇

〇
･
〇
二
〇

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
千
葉
国
道
事
務
所

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
二
号

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
九
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

三
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

八
代
市
川
田
町
東
字
石
道
一
一
三
八
番
一
か
ら
同
市
川
田
町

東
字
前
田
一
二
六
八
番
一
ま
で

前後

一
五
・
七
五
〜
四
二
・
二
一

一
五
・
七
五
〜
四
二
・
二
一

〇
・
二
三
一

〇
・
二
三
一

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所





道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

深
川
市
鷹
泊
九
三
八
番
か
ら
北
海
道

雨
竜
郡
幌
加
内
町
字
下
幌
加
内
八
九

三
五
番
一
ま
で

前
Ｂ
･
Ｃ
･
Ｄ

一
三
･
〇
〇
〜
一
二
二
･
七
〇

四
・
三
八
〇

上
記
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
及

び
Ｄ
は
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
敷
地
の

区
分
を
い
う
。

Ａ

九
･
〇
〇
〜

九
三
･
〇
〇

二
・
九
四
七

後
Ｂ
･
Ｃ
･
Ｄ

一
三
･
〇
〇
〜
一
二
二
･
七
〇

四
・
三
八
〇

図
面
縦
覧
場
所

北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
札
幌
開
発
建
設
部

国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 木曜日 第号官 報

内

閣

特
命
全
権
大
使

小
田
切
敏
郎

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
十
月
二
日
）

外
務
審
議
官

遠
藤

和
也

多
数
国
間
投
資
保
証
機
関
総
務
会
総
務
代
理
た
る
日
本
政

府
代
表
代
理
を
命
ず
る

参

議

院

議
案
提
出

十
月
六
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

旧
氏
を
通
称
と
し
て
使
用
す
る
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
措
置
等
に
関
す
る
法
律
案
（
神
谷
宗
幣
外
四
名
発

議
）（
参
第
一
号
）

議
事
日
程

第
二
号

令
和
八
年
十
月
七
日
（
水
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

一

国
務
大
臣
の
演
説
に
対
す
る
質
疑

衆

議

院

議
事
日
程

十
月
七
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

国
家
公
安
委
員
会

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
警
視
監

森
下

元
雄

京
都
府
警
察
本
部
長
を
命
ず
る
（
九
月
十
四
日
）

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
警
視
監

中
西

章

栃
木
県
警
察
本
部
長
を
命
ず
る
（
九
月
十
五
日
）

警

察

庁

（
京
都
府
警
察
本
部
長
）
警
視
監

吉
越

清
人

警
察
大
学
校
特
別
捜
査
幹
部
研
修
所
長
を
命
ず
る

（
警
察
大
学
校
長
）
同

滝
澤

幹
滋

警
察
大
学
校
特
別
捜
査
幹
部
研
修
所
長
事
務
取
扱
を
免
ず

る
（
以
上
九
月
十
四
日
）

（
栃
木
県
警
察
本
部
長
）
警
視
監

杉
本

孝

警
察
庁
長
官
官
房
付
を
命
ず
る

（
警
察
庁
長
官
官
房
付
）
同

杉
本

孝

辞
職
を
承
認
す
る
（
以
上
九
月
十
五
日
）

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
九
十
七
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

三

号

八
代
市
川
田
町
東
字
石
道
一
一
三
九
番
一
か
ら
同
市
川
田
町
東
字

前
田
一
三
四
五
番
ま
で

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
熊

本
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
八
日

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
七
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

北
海
道
開
発
局
長

岡
下

淳

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
七
十
五
号

質
問
主
意
書
提
出

十
月
六
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ

た
。立

川
広
域
防
災
基
地
と
副
首
都
に
お
け
る
首
都
中
枢
機

能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の

り
こ
提
出
）（
第
五
号
）

〇
叙
位

外
山

三
博

正
五
位
に
叙
す
る

長
田

博

山
口

博

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

芦
田

貢
三

太
田

万
郷

小
野

宗
昭

是
常

哲
生

白
川

美
廣

菅
沼

勉

藤
木

正
義

山
本

廣
一

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

倉
内

政
敏

小
出

浩

佐
竹

勝
久

千
葉

英
文

手
塚

勝
巳

濱
砂

源

藤
原

嘉
信

松
本

政
良

村
野

光
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
七
日
）

亀
井

輝

正
四
位
に
叙
す
る

（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）

野
添

新
一

従
四
位
に
叙
す
る

上
窪

哲
郎

金
窪

敏
知

野
田
浩
一
郎

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）小

西

秀
雄

松
野

好
重

山
田

稔

山
本

善
信

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

田
中

忠
彦

中
村

泰

本
間

家
大

三
谷

義
美

宮
良

晴
夫

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

石
飛

隆
雄

尾
嵜

邦
光

尾
中

信
夫

坂
口

和
三

松
延

宏
幸

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

荻
原

慶
一

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
二
十
八
日
）

飯
塚

三
喜

野
崎

正
高

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）尾

谷

庸
三

加
藤

嘉
郎

新
藤

義
彦

山
崎

明

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

上
森
ツ
タ
子

岡
崎

冨
雄

柳
田

淳

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

池
田

秀
雄

伊
藤

秀
也

浦
川

俊
介

（
警
視
庁
警
部
補
）

菊
池

和
也

（
警
視
庁
警
部
）

木
村

浩
一

河
野

貴
雄

田
中

通
久

辻
内

俊
明

細
井

良
章

宮
崎

博
保

森

実
千
雄

吉
田

賢
一

渡
辺

信
彦

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

菊
田

秀
二

熊
谷

宏
美

小
杉

勉

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

本
多

伸
隆

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
二
十
九
日
）

（
佐
賀
大
学
名
誉
教
授
）

甲
本

達
也

正
四
位
に
叙
す
る

松
島

史
典

正
五
位
に
叙
す
る

白
濱

信

渡

勲

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

財
務
官

三
村

淳

（
国
際
局
次
長
）
財
務
事
務
官

今
村

英
章

（
大
臣
官
房
審
議
官
）
同

細
田

修
一

（
日
本
銀
行
理
事
）

正
木

一
博

（
国
際
通
貨
基
金
理
事
）
財
務
事
務

官

水
口

純

（
国
際
復
興
開
発
銀
行
理
事
）
同

陣
田

直
也

国
際
通
貨
基
金
第
八
十
一
次
年
次
総
務
会
臨
時
総
務
代
理

た
る
日
本
政
府
代
表
代
理
を
命
ず
る

国
際
復
興
開
発
銀
行
第
八
十
一
次
年
次
総
務
会
臨
時
総
務

代
理
た
る
日
本
政
府
代
表
代
理
を
命
ず
る

国
際
金
融
公
社
第
七
十
次
年
次
総
務
会
臨
時
総
務
代
理
た

る
日
本
政
府
代
表
代
理
を
命
ず
る

国
際
開
発
協
会
第
六
十
六
次
年
次
総
務
会
臨
時
総
務
代
理

た
る
日
本
政
府
代
表
代
理
を
命
ず
る

期
間
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

財
務
官

三
村

淳

（
国
際
局
次
長
）
財
務
事
務
官

今
村

英
章

（
大
臣
官
房
審
議
官
）
同

細
田

修
一

（
国
際
復
興
開
発
銀
行
理
事
）
同

陣
田

直
也

多
数
国
間
投
資
保
証
機
関
第
四
十
次
年
次
総
務
会
臨
時
総

務
代
理
た
る
日
本
政
府
代
表
代
理
を
命
ず
る

期
間
は
令
和
八
年
十
一
月
一
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）（
以

上
十
月
六
日
）





皇
室
事
項

官

庁

報

告

令和年月日 木曜日 第号官 報

（
熊
本
市
議
会
議
員
）

大
嶌

澄
雄

澁
澤
喜
代
春

渡
部

欽
一

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阿
部

眞
雄

石
田

誠
二

岩
本

充
弘

久
賀

達
雄

小
峰
富
士
郎

新
藤

仁

高
野

正
治

多
根
昇
太
郎

仲
野

榮
次

南
部

雄
幸

原
田

元
久

山
崎

昇

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）小

林

安
男

四
井

尊
生

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

大
西

利
一

上
村

清
盛

矢
津
田
國
男

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
三
十
日
）

今
井

和
男

従
六
位
に
叙
す
る
（
八
月
三
十
一
日
）

文
垣

基

正
六
位
に
叙
す
る
（
九
月
二
日
）

〇
叙
勲

太
田

万
郷

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

高
木
千
恵
子

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
二
十
七
日
）

松
延

宏
幸

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

脇

環

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
二
十
八
日
）

河
野

貴
雄

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

椎
名

徳
次

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
二
十
九
日
）

（
熊
本
市
議
会
議
員
）

大
嶌

澄
雄

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

加
藤

義
博

嶋
田

圭
一

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
三
十
日
）

芦
田

貢
三

小
出

浩

是
常

哲
生

白
川

美
廣

根
本

幹
士

藤
原

嘉
信

松
元

健
一

村
野

光
男

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

松
本

政
良

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
二
十
七
日
）

行
幸天

皇
陛
下
は
、
十
月
五
日
午
後
零
時
四
十
分
御
出
門
、

第
二
百
二
十
二
回
国
会
開
会
式
に
御
臨
場
の
た
め
、
国
会

議
事
堂
（
千
代
田
区
）
へ
行
幸
、
同
一
時
二
十
二
分
還
幸

に
な
っ
た
。

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
九
月
三
十
日
午
前
九
時
十
一
分

御
出
門
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
地
御
見
舞
の

た
め
、
熊
本
県
へ
行
幸
啓
、
午
後
十
時
二
十
分
還
幸
啓
に

な
っ
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
愛
子
内
親
王
殿
下
を
御
同
伴
の

上
、
十
月
三
日
午
後
零
時
五
十
六
分
御
出
門
、
第
二
十
回

ア
ジ
ア
競
技
大
会
（
二
〇
二
六
／
愛
知
・
名
古
屋
）
を
御

覧
の
た
め
、
馬
事
公
苑
（
世
田
谷
区
）
へ
行
幸
啓
、
同
四

時
四
十
三
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

官

庁

事

項

関
東
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

五
十
一
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

鉾
田
市
子
生
字
薬
師
前
三
一
七
番
一
か
ら
同
市
子
生
字
薬
師
後
三
〇
九
番
一
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
九
日

図

面

縦

覧

場

所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

四
国
地
方
整
備
局
公
示

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
７
年
法
律
第
39号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電
線

共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
10
月
８
日

四
国
地
方
整
備
局
長
奥
田
晃
久

道
路
の
種
類

路
線
名

区
間

一
般
国
道

11号
三
豊
市
豊
中
町
笠
田
笠
岡
字
南
2165番

４
か
ら
同
市
豊
中
町
上
高
野
字
鴻
之
池
砂
子

3645番
１
ま
で
の
上
下
線

上
窪

哲
郎

（
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
）

野
添

新
一

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

石
飛

隆
雄

尾
中

信
夫

中
村

泰

三
谷

義
美

宮
良

晴
夫

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

荻
原

慶
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
八
月
二
十
八
日
）

野
崎

正
高

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

上
森
ツ
タ
子

尾
谷

庸
三

（
警
視
庁
警
部
）

木
村

浩
一

田
中

通
久

細
井

良
章

森

実
千
雄

柳
田

淳

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

池
田

秀
雄

（
警
視
庁
警
部
補
）

菊
池

和
也

丸
山

正
人

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
九
日
）

松
島

史
典

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

久
賀

達
雄

高
野

正
治

多
根
昇
太
郎

山
崎

昇

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

大
西

利
一

上
村

清
盛

新
藤

仁

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
三
十
日
）

文
垣

基

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
日
）

九
州
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
八
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

三
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

八
代
市
川
田
町
東
字
石
道
一
一
三
九
番
一
か
ら
同
市
川
田
町
東
字
前
田
一
三
四
五
番
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
九
日

図

面

縦

覧

場

所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
熊
本
河
川
国
道
事
務
所





公 告
名 称 本 店 の 所 在 地 営業廃止年月日

有限会社せきさゆり友の会 山口県萩市大字東田町68番地の７ 令和８年９月７日

名 称 本 店 の 所 在 地 許可番号 営業廃止年月日

有限会社せきさゆり友の会 山口県萩市大字東田町68番地の
７

友第6026号 令和８年９月７日

令
和

年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報

割賦販売法及び割賦販売法施行令に基づく債権の申出に関する
公示

次表に掲げる割賦販売法（昭和36年法律第159号。以下「法」という。）第35条の３の61の許可を受
けた者は、前払式特定取引の営業を廃止し、法第35条の３の62において準用する法第27条第１項第４
号に該当することとなったので、割賦販売法施行令（昭和36年政令第341号）第10条第１項の規定に
基づき、次のとおり公示します。
令和８年 10 月８日 中国経済産業局長 向野陽一郎
次表に掲げる者が供託した営業保証金及び前受業務保証金について、法第35条の３の62において準
用する法第21条第１項の権利を有する者は、令和８年12月７日までに許可割賦販売業者等の営業保証
金等に関する規則（昭和36年法務省・通商産業省令第１号）第３条の規定に基づき、次の様式による
申出書に還付を受ける権利を有することを証する書面を添えて下記あて提出してください。
なお、令和８年12月７日までに申出書の提出をしない者は、本公示に係る営業保証金及び前受業務
保証金についての権利の実行の手続きから除斥されます。

労 働

最低賃金の改正決定に関する公示
兵庫労働局最低賃金公示第２号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、兵庫県計量器・測定器・分
析機器・試験機・測量機械器具製造業最低賃金
（平成20年兵庫労働局最低賃金公示第３号）の一
部を次のように改正する決定をしたので、同法第
19条第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月８日

兵庫労働局長 金成 真一
第４号中「１時間1117円」を「１時間1173円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

諸 事 項

有権者申出方

元当局所属公証人小原浩司の身元保証金還付に

つき、その上に権利を有する者は、本公告掲載の

日の翌日から６か月以内に当局に申し出て下さ

い。

令和８年 10 月８日 広島法務局

記
あて先 〒7308531 広島県広島市中区上八丁堀６番30号

中国経済産業局産業部消費経済課
電話0822245671
メールbzl-kanpu06@meti.go.jp

                                            

様式
申 出 書

中国経済産業局長 殿
住 所
氏 名（名称及び代表者の氏名）

割賦販売法施行令第10条第１項の規定により、下記のとおり債権の申出をします。
記

１．債務者の名称及び住所
２．債権額
３．債権発生の原因たる事実
（備考）用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

割賦販売法に基づく同法第35条の３の61の許可を受けた者の営
業廃止に関する公示

次表に掲げる割賦販売法（昭和36年法律第159号。以下「法」という。）第35条の３の61の許可を受
けた者から、法第35条の３の62において準用する法第26条第１項の規定による営業廃止の届出があっ
たので、法第35条の３の62において準用する法第26条第２項において準用する法第24条の規定に基づ
き、次のとおり公示します。
令和８年 10 月８日 経済産業大臣 赤澤 亮正

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告


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報
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報
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令
和

年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報

失 踪 宣 告

破産手続開始

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告


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
号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間
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
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
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
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官
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
年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間


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
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
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官
報
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和

年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結

破産債権の届出期間及び一般
調査期日





令
和

年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期間

書面による計算報告

特別清算開始
令和８年（ヒ）第１号
熊本県玉名市岩崎字高津原368番地2
清算株式会社 株式会社ＳＢ
代表清算人 吉永 博之
１ 決定年月日 令和8年9月24日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

熊本地方裁判所玉名支部

特別清算終結
令和7年（ヒ）第1007号

千葉市美浜区高浜２丁目２番１号
清算株式会社 株式会社大幸

１ 決定年月日 令和8年9月18日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

千葉地方裁判所民事第４部
令和８年（ヒ）第２０１６号
東京都板橋区向原三丁目10番37号
清算株式会社 株式会社エルミタージュ
１ 決定年月日 令和８年９月24日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部




令
和

年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第２号
京都府宇治市大久保町田原２５番地の８
清算株式会社 嵯峨管理株式会社
代表清算人 野村 啓介
１ 決定年月日 令和８年９月１６日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 通則
 定義
本協定において、別紙記載の債権者を「協
定債権者」という。２の弁済時において、
協定債権者が清算株式会社に対して有する債
権を「協定債権」とし、協定債権者の有する
協定債権のうち、元本部分を「協定債権元本」
といい、その額は別紙記載のとおりである。
 弁済の場所
本協定における弁済は、協定債権者が別途
指定する金融機関の口座に振り込む方法によ
り実施する。なお、振込手数料は清算株式会
社の負担とする。
 弁済における端数の切り捨て
弁済額の計算にあたっては、１円未満の端
数は切り捨てる。

２ 協定債権の取扱い
 弁済
清算株式会社は、本協定の認可決定が確定
した日から１か月以内に、清算株式会社が有
する現預金から、清算結了までに発生し、
又は発生することが見込まれる一般の先取特
権その他の一般の優先権がある債権、特別
清算の手続のために清算株式会社に対して生
じた債権及び、特別清算の手続に関する清
算株式会社に対する費用請求権の合計額を控
除した残額を、協定債権者に対し、各協定債
権元本額の割合に応じて按分して弁済する。
 債権放棄
協定債権者は、協定債権につき、上記２
の弁済時に、各協定債権者の協定債権の総額
から上記２の弁済額を控除した残額を放棄
する。

３ 共益的債権及び優先債権の取扱い
特別清算手続その他清算業務を遂行するため
に必要な費用等の共益的な債権、国税徴収法又
はその例により徴収することができる債権及び
裁判所から支払いの許可を受けた債権は、随時
全額を弁済する。

４ 新たな財産が発見された場合の取扱い
上記２の弁済及び債権放棄の後、清算株式会
社に新たな財産が発見された場合であって、当
該財産が換価可能であり、かつ、換価により弁
済原資が発生すると認められるときは、清算株
式会社は、これを換価し、各協定債権者に対し、
換価代金から換価に要した費用及び優先債権の
合計額を控除した残額を弁済原資として、各協
定債権元本額の割合に応じた按分弁済を行う。
この場合、上記２に基づき各協定債権者が
行った債権放棄は、本項に基づき新たにされた
弁済の限度で遡って効力を失うものとする。
（別紙省略）

京都地方裁判所第５民事部
事業譲渡に関する株主総会の
決議による承認に代わる許可

令和８年（再）第１７号
東京都港区虎ノ門二丁目３番１７号
再生債務者 株式会社МＡＫＥ ＶＡＬＵＥ
決定の要旨 令和8年9月14日付け事業譲渡許可申
請書（カーテン事業）及び同日付け事業譲渡許
可申請書（ライブコマース事業）にかかる各事
業譲渡について会社法467条1項に規定する株主
総会の決議による承認に代わる許可をする。
令和8年9月24日

東京地方裁判所民事第２０部
小規模個人再生による再生手
続開始


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報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定
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



号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可






令
和

年


月

日
木
曜
日

第




号

官
報 所有者不明土地管理命令に関

する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 、 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 金 融 商 品 取 引 法 に よ る 有 価 証 券 報 告 書 提 出

済

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 二 月 二 十 七 日

掲 載 頁 七 十 九 頁 （ 号 外 第 四 十 一 号 ）

令 和 八 年 十 月 八 日

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 一 丁 目 五 番 四 号

（ 甲 ） 北 興 化 学 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 佐 野 健 一

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 一 丁 目 五 番 四 号

（ 乙 ） 美 瑛 白 土 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 飯 村 保 浩

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 、 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 二 月 二 十 七 日

掲 載 頁 八 十 頁 （ 号 外 第 四 十 一 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 二 月 二 十 七 日

掲 載 頁 八 十 三 頁 （ 号 外 第 四 十 一 号 ）

令 和 八 年 十 月 八 日

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 一 丁 目 五 番 四 号

（ 甲 ） 北 興 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 濱 田 尚 之

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 一 丁 目 五 番 四 号

（ 乙 ） ホ ク コ ー パ ツ ク ス 株 式 会 社

代 表 取 締 役 榎 本 浩 巳

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

効 力 発 生 日 は 令 和 九 年 四 月 一 日 で あ り 、 両 社 の

株 主 総 会 の 承 認 決 議 は 令 和 八 年 六 月 二 十 五 日 に 終

了 し て お り ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ）https://www.teisoh.co.jp/

（ 乙 ）https://www.teisoh.co.jp/

令 和 八 年 十 月 八 日

東 京 都 江 東 区 清 澄 一 丁 目 五 番 一 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 帝 国 倉 庫

代 表 取 締 役 中 井 敏 昭

東 京 都 江 東 区 清 澄 一 丁 目 五 番 一 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 テ イ ソ ウ 物 流 サ ー ビ ス

代 表 取 締 役 中 井 敏 昭

吸 収 分 割 公 告

左 記 会 社 は 吸 収 分 割 し て 甲 は 乙 の 小 売 事 業 に 関

し て 有 す る 権 利 義 務 を 承 継 し 、 乙 は こ れ を 承 継 さ

せ る こ と に い た し ま し た 。

こ の 会 社 分 割 に 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ）http://www.tokyu-store.co.jp/

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 五 月 二 十 二 日

掲 載 頁 五 十 九 頁 （ 号 外 第 一 一 四 号 ）

令 和 八 年 十 月 八 日

東 京 都 目 黒 区 上 目 黒 一 丁 目 二 一 番 一 二 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 東 急 ス ト ア

代 表 取 締 役 社 長 大 堀 左 千 夫

東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 二 丁 目 一 五 番 七 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 セ ン ト ラ ル フ ー ズ

代 表 取 締 役 社 長 鎌 田 晶 裕






令和年月日 木曜日 第号官 報
新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ト
リ

ア
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
住
所
福
岡
県
糟
屋
郡
久
山
町
大
字

山
田
一
一
一
一
番
地
）
に
対
し
て
当
社
の
Ｍ
Ｌ
Ｐ
Ｍ
事
業

（
マ
ス
タ
ー
リ
ー
ス
事
業
及
び
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
）
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
八
日

福
岡
県
糟
屋
郡
久
山
町
大
字
山
田
一
一
一
一
番
地

有
限
会
社
ト
リ
ア
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

取
締
役

北
山

英
樹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

北
海
道
沙
流
郡
日
高
町
富
川
北
一
丁
目
一
番
三
〇
号

合
同
会
社
セ
パ
ル
テ
ィ

代
表
社
員

加
藤

天
明

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
と
し

ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

福
島
県
郡
山
市
富
田
町
字
諏
訪
内
三
七

三
一

合
同
会
社
ハ
ッ
ピ
ー
・
ワ
ー
ク
ス

代
表
社
員

吉
田

秀
才

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
美
園
四
丁
目
一
七
番
地

一
七

B
est
B
rilla
n
z 合
同
会
社

代
表
社
員

松
永

泰
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

千
葉
県
船
橋
市
習
志
野
台
一
丁
目
六
番
七
号
Ｌ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
三
一
二
号

Ｎ
ｅ
ｘ
ｃ
ａ
ｌ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

山
口

聖
眞

組
織
変
更
公
告

当
社
は
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
二
番
一
五
号

合
同
会
社
ｆ
ｏ
ｕ
Ｒ

代
表
社
員

鹿
山

邦
彦

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
中
野
区
江
古
田
四
丁
目
二
九

一
一
フ
ォ

ン
テ
ー
ヌ
中
野
一
〇
三
号
室合

同
会
社
ウ
ェ
ル
ノ
バ

代
表
社
員

荒
木

敬
登

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｋ
Ｅ
Ｉ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
板
橋
区
南
常
盤
台
一

一
一

六
レ
フ
ア

南
常
盤
台
一
〇
一
号
室

合
同
会
社
Ｋ
Ｅ
Ｉ

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

代
表
社
員

小
林

慶
和

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｔ
ｏ
ｔ
ａ
ｌ
Ｋ
ｎ
ｏ

ｗ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
中
央
区
新
富
一

一
一

一
〇

八
〇
四

Ｔ
ｏ
ｔ
ａ
ｌ
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

和
知

清
貴

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
大
井
町
山
田
四
六
三
番
地
三

合
同
会
社
ビ
ッ
グ
・
ジ
ョ
ン
Ｂ
Ｊ

代
表
社
員

ム
ウ
ェ
テ
敦
子

組
織
変
更
公
告

当
農
事
組
合
法
人
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
山
勇
畜
産
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
事
業
年
度
に
係
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対

照
表
は
主
た
る
事
務
所
に
備
え
置
い
て
あ
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

岐
阜
県
飛
驒
市
古
川
町
数
河
二
〇
二
番
地
二
七

農
事
組
合
法
人
山
勇
畜
産

理
事

山
村

勇
人

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
一
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｏ
Ｎ
Ｅ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
丁
目
二
八
番
一

二
号
大
名
古
屋
ビ
ル
ヂ
ン
グ
一
一
階

合
同
会
社
Ｏ
Ｎ
Ｅ

代
表
社
員

市
谷

和
真

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

大
阪
市
北
区
梅
田
一
丁
目
二
番
二
号
大
阪
駅
前
第

二
ビ
ル
一
二

一
二

合
同
会
社
オ
キ
ュ
コ
ア

代
表
社
員

亀
井

拓
郎

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

広
島
県
府
中
市
中
須
町
九
三
一
番
地

合
資
会
社
橘
高
兄
弟
商
会

代
表
社
員

橘
髙

昌
子

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
三
百
四
十
四
万
六
千
五

百
四
十
円
減
少
し
三
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
減
少
す
る
資
本
金
の
額
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と
い

た
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
日
で
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://secu

re.k
a
k
a
ro
.jp
/co
m
p
a
n
ies/517561/

a
n
n
o
u
n
ces/

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
久
松
町
一
三
番
三

株
式
会
社
ヒ
カ
リ
ッ
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

代
表
取
締
役

髙
橋

夕
佳

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
億
円
減
少
し
四
億
円
と
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
三
十
日

掲
載
頁

八
十
五
頁
（
号
外
第
七
十
四
号
）

令
和
八
年
十
月
八
日

神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
新
浦
島
町
一
丁
目
一

番
二
五

キ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
川

孝
宏

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
七
百
万
円
減
少
し
て
一

千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

長
野
県
上
高
井
郡
高
山
村
大
字
中
山
九
八
〇

五

九

四
号
棟

髙
澤
合
同
会
社

代
表
社
員

髙
澤

史
納
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正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

九
六
上
改
正
前
欄

終
り
か
ら六
１

１

〃

〃
〃〃

四
２

２

〃

下
改
正
後
欄一
（
国
債
の
登
録
）
（
国
債
の
登
録
）

令和年月日 木曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
八
日

岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町
高
屋
白
木
二
丁
目
四
七
番
地

有
限
会
社
大
吉
紳
士
服
縫
製

代
表
取
締
役

大
戸
井
孝
吉

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
億
三
千
九
十
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
十
億
三
千
七
十
二
万
三
千
八
百
二
十
一
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
同
時
に
株
式
の
発
行
に
よ
り
増
額
い
た
し
ま

す
の
で
、
効
力
発
生
日
後
の
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
の

額
は
同
日
前
を
下
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
一
日

掲
載
頁

一
四
四
頁
（
号
外
第
二
一
七
号
）

令
和
八
年
十
月
八
日

横
浜
市
南
区
高
砂
町
二
丁
目
二
四
番
地

株
式
会
社
東
日
本
セ
レ
モ
ニ
ー

代
表
取
締
役

渡
邊

正
典

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
に
記
載
又
は
記
録
さ
れ
た
株
主
を

も
っ
て
、
同
日
を
効
力
発
生
日
と
す
る
株
式
分
割
（
一
株

に
つ
き
千
株
の
割
合
）
に
よ
り
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

神
奈
川
県
厚
木
市
上
依
知
三
〇
一
九
番
地

イ
ク
ヨ
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

孫

峰

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
午
後
六
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、

そ
の
所
有
す
る
株
式
一
株
を
十
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ

り
株
式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

高
知
県
土
佐
市
宇
佐
町
宇
佐
二
四
六
五
番
地
五

有
限
会
社
輝
大
水
産

代
表
取
締
役

門
田

賢

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
六
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
中
央
区
築
地
三
丁
目
五
番
一
〇
号

株
式
会
社
三
洋
堂

代
表
取
締
役

丸
山

剛

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

新
潟
県
長
岡
市
沖
田
三
丁
目
二
八
番
地

株
式
会
社
長
岡
建
設
会
館

代
表
取
締
役

本
田

浩
太

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

大
阪
市
城
東
区
関
目
六
丁
目
一
二
番
一
四
号

増
田
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

増
田

岳
史

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

大
阪
市
淀
川
区
東
三
国
二
丁
目
三
二
番
一
三
号

株
式
会
社
ア
ポ
ッ
ク

代
表
取
締
役

矢
間

冬
樹

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
中
町
名
田
ノ
一
、
七

番
地
三

株
式
会
社
竹
田
組

代
表
取
締
役

竹
田

栄
人

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

高
知
県
高
知
市
一
宮
四
七
八
六
番
三
二

株
式
会
社
鉄
建
ブ
リ
ッ
ジ

代
表
取
締
役

森
下

伸
裕

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
二
十
億
三
千
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
五
一
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
六
番
一
号
泉
ガ
ー
デ

ン
タ
ワ
ー
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人
内

笠
ヶ
岳
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
橋

通
彰

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
八
五
〇
〇
万
円
減
少
し

一
五
〇
〇
万
円
と
し
、
発
行
済
優
先
出
資
総
口
数
一
億
口

の
う
ち
八
五
〇
〇
万
口
を
一
口
に
つ
き
金
一
円
を
も
っ
て

有
償
消
却
し
、
消
却
に
要
す
る
金
額
を
八
五
〇
〇
万
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
十
一
日
で
あ
り
、
社

員
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
九
月
三
十
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
十
六
日

掲
載
頁

九
十
頁
（
号
外
第
一
五
九
号
）

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

京
都
東
山
閣
特
定
目
的
会
社

取
締
役

田
中

雅
勝

訂
正
公
告

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日
（
第
一
七
五
一
号
）
掲
載
の

組
織
変
更
公
告
中
、「
効
力
発
生
日
は
、
令
和
八
年
八
月
二

十
二
日
」
と
あ
る
は
、「
効
力
発
生
日
は
、
令
和
八
年
九
月

一
日
」
の
誤
り
に
つ
き
、
訂
正
し
ま
す
。

尚
、
こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
訂

正
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

令
和
八
年
十
月
八
日

長
野
県
佐
久
市
平
賀
五
三
七
一
番
地
一

芙
蓉
酒
造
協
同
組
合

代
表
理
事

依
田

方
伯

取
消
公
告

令
和
八
年
十
月
一
日
（
号
外
第
二
一
七
号
）
掲
載
の
解

散
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
八
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
丸
の

内
永
楽
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
二
四
階
東
京
共
同
会
計
事

務
所
内

ド
ム
ス
合
同
会
社

清
算
人

名
古
路
秀
和

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日
（
号
外
第
百
七
十
二
号
）
公

布
経
済
産
業
省
令
第
六
十
四
号
（
貿
易
保
険
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）
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